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1. はじめに

1.1	 車載機器開発の課題

　自動車メーカ，車載機器サプライヤにおける開発環境は
より一層複雑さを増し，未曾有のスピードで変化している。
例えば，EV (Electric Vehicle)/PHV (Plug-in Hybrid Vehicle)/
FCV (Fuel Cell Vehicle)といったパワートレインの電動化，
高度なカメラ・センサによる画像処理・大容量データを高
速に処理する運転支援システムの開発，市場や設計・生産
拠点のグローバル化，情報インフラとの融合など，今まで
のモビリティの概念が大きく，そしてすさまじいスピード
で変化しつつある。この変化する環境に追従し，競合他社
との競争に勝ち抜くため，車載機器はますます高度化し，
複雑さが加速度的に増加している（図 1）。
　これらに対応するためには小型・軽量化／高速・高密度
設計への対応が必須であり，最新技術の採用が不可欠とな
る。半導体・パッケージ・基板といったミクロな開発への
対応は勿論，システム全体を最適に構成するためのエレキ
やメカ・ソフトといった複数のドメインを跨いだ情報
チェーンの確立・活用といったマクロな技術への対応が不
可欠となる。車載機器の開発の環境には，ミクロな技術進

化を支える“深さ”とマクロな技術進化を支える“幅”の
両面が求められる。
1.2	 課題解決のための手段

　次世代の車載機器の開発には EDA (Electronic Design 
Automation)ツールによる包括的な支援が必要となる。製品
要求に基づいた車両全体のアーキテクチャ設計ツール，車
載機器の最適な構成検討を支援する構想設計ツール 2)，モ
デルベースディベロップメントツール，モジューラーデザ
インツール，高度な車載機器の開発を支える詳細設計ツー
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